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循環型社会を目指す環境経営循環型社会を目指す環境経営

　　
平成１４年１０月１６日平成１４年１０月１６日
株式会社リコー株式会社リコー
社会環境本部　本部長社会環境本部　本部長
谷　達雄谷　達雄

≪ＩＢＭ　環境シンポジウム≫≪ＩＢＭ　環境シンポジウム≫
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(1) 全ステージでの環境負荷の把握と削減

(2) 内側ループのリサイクル優先

(3) 重層的リサイクル

(4) 経済合理性の確保による自律的循環の保証

(5) 全てのステージとのパートナーシップ・情報の共有

コンセプトコンセプト

｢コメットサークル｢コメットサークル TM｣｣

リコーグループの循環型社会実現のための概念リコーグループの循環型社会実現のための概念
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環境対応環境対応 環境保全環境保全 環境経営環境経営

　狙い
(ｺﾝｾﾌﾟﾄ)

活動内容

圧力への対応
・法規制
・競合
・お客様．．．

地球市民としての使命
・自主責任
・自主計画
・自主活動

法規制、競合、
お客様に追随した
消極的な活動

継続する為に
環境保全と利益創出の
同軸化

１．高い目標を掲げた
　　積極的な地球環境
　　負荷低減活動
　　・省資源リサイクル
　　・省エネ
　　･汚染防止
２．社員一人一人の意識改革

環境保全活動
　≒ＱＣＤ達成活動

例)部品点数削減
　　工程数削減
　　歩留り、稼働率向上

ツール

１．ISO14000シリーズ
２．ＬＣＡ(環境負荷情報システム）
３．環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ
　　養成システム　

１．戦略的目標管理制度
２．環境会計

環境経営の展開環境経営の展開
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１．全員参加の日常活動による１．全員参加の日常活動による
　　　継続的改善　　　継続的改善

２．環境技術開発による２．環境技術開発による
ジャンプアップジャンプアップ

環境経営を実現する為の二つの要素環境経営を実現する為の二つの要素

Ver1



55..

＊コメットサークルの第１コンセプト対応

実績の把握が全てのベース　⇒　環境行動計画、環境会計、外部へのデータ開示

地球温暖化
ＣＯ２

代替フロンの排出

ＣＯ２

代替ﾌﾛﾝ排出
ＣＯ２

ＣＯ２（製品の電力

や紙使用を含む）
ＣＯ２ 

大気汚染 
ＮＯｘ、ＳＯｘ

トルエン等有害物の排出
ＮＯｘ、ＳＯｘ
有害物の排出

ＮＯｘ、ＳＯｘ ＮＯｘ、ＳＯｘ
ＮＯｘ、ＳＯｘ

有害物の排出(ダイオキシン等)

水質汚濁 
ＢＯＤ、ＣＯＤ、全リン、全窒素
塩素系溶剤・洗剤等の排出

ＢＯＤ、ＣＯＤ等
ＢＯＤ、ＣＯＤ等
洗剤等の排出

その他
騒音、臭気、
埋立廃棄物等

埋立廃棄物
オゾン、粉じん、
騒音

有害物による土壌汚染
埋立廃棄物

部品・素材
製造

エネルギー・資源の利用

輸送
組立
製造

回収
ﾘｻｲｸﾙ
廃棄

使用　

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
輸送

流通
販売

大気・水質・土壌・顧客環境等への排出

環境負荷情報システム環境負荷情報システム
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「環境影響を把握し、改善活動につなげる」「環境影響を把握し、改善活動につなげる」
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リコーの事業活動が及ぼす環境影響の把握リコーの事業活動が及ぼす環境影響の把握
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■エネルギー消費効率（ｗｈ／ｈ）

１９９１年 １９９４年 １９９７年 ２００１年

約１／８

「省エネ大賞：経済産業大臣賞｣受賞情報機器で初！

リコーの環境活動　リコーの環境活動　 －製品の省エネ事例－－製品の省エネ事例－
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•　現在１０ヵ所が稼動中
全製品、全国をカバー全製品、全国をカバー
再資源化率　９８％を実現再資源化率　９８％を実現

◆

◆

◆

◆ ◆◆◆
◆

◆

◆

◆

◆

北関東ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜ｸﾞﾘｰﾝｻｲｸﾙｼｽﾃﾑｽﾞ＞

南関東ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜日新産商：秦野＞

関西南 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜日新産商：関西＞

関西北ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜大特産業＞

中部ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜ﾘｻｲｸﾙﾃｯｸ中部＞

東北ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜ﾘｺｰﾛｼﾞｽﾃィｸｽ＞

上越・北陸ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜ﾐﾅﾐ金属＞

九州ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜ﾘｻｲｸﾙﾃｯｸ＞

　北海道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
＜日本資源技術）＞

リサイクルセンターの全国展開完了リサイクルセンターの全国展開完了
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ＲＥＩ（６拠点）

'01年3月達成

２００２年３月までに国内外全生産拠点にてごみゼロ達成

青山・戸田・新横浜・銀座・品川 福井・岩手リコー販売生産系事業所以外でも

が ごみゼロを達成

ＲＴＳ：千葉（全拠点）・神奈川（全拠点）・東京（全拠点）・広島（１拠点）・九州（１支社）

ＲＡＩ(1拠点)
'02年3月達成

台湾（１拠点）

'02年3月達成

日本極(16拠点)
'00年3月達成

ＲＰＬ(1拠点)'01年9月達成

ＲＩＦ(1拠点)　'00年6月達成

事業所のごみゼロ事例事業所のごみゼロ事例
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①① 環境保全活動（環境負荷削減効果）が経済的に合理的かを評価する環境保全活動（環境負荷削減効果）が経済的に合理的かを評価する
②② 企業企業//部門の出す環境負荷が事業内容に見合ったものかを評価する部門の出す環境負荷が事業内容に見合ったものかを評価する

環境経営のレベルを測るため以下の目的に資する指標の開発

環境経営指標の開発環境経営指標の開発

 側面 環境保全の経済効率の側面 事業の環境効率の側面 環境マネジメントの側面

 解説
環境活動が経済合理性をもって行
われているかがわかる

事業活動に見合う環境負荷で事業
活動が行われているかがわかる

環境マネジメントのプロセスが
適当かがわかる

経済効果
環境保全コスト

環境保全が私的な利益に貢献して
いるかを評価する指標

1以上であれば「環境経営」の状態

売上高
環境負荷総量

事業規模にみあう環境負荷で事業
活動が行われているかがわかる指標

経済効果+環境保全効果
環境保全コスト

環境保全が社会的及び私的に貢献
してるかを評価する指標

1以上であれば「環境保全」の状態

事業付加価値
環境負荷総量

環境負荷にみあう利益を得ている
かがわかる指標

環境負荷削減量
環境保全コスト

プロジェクトや投資が効率的に行わ
れているかを評価する指標

内部監査
サイトレポート
境技術開発プロセス
環境ラベル
グリーン購入
　　　　　など

 指標
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１．　環境に優しい企業活動を行い情報公開によって社会

から信頼をいただくことが、２１世紀をリードする

（生き残る）企業となるための必要条件である。

２．　企業が環境保全活動を推進するには、トップの強い

リーダーシップと哲学が必要である。

３．　環境経営とは、実効のある環境保全活動を継続する

為に、経済的価値の追求と環境保全活動が一体融合

された経営をいう。

　　　全員が一丸となった創意工夫によって必ず実現でき

るものであり、企業の強化につながる。

まとめまとめ
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